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真庭保健所の組織及び所掌事務の概要
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☆公衆衛生看護学実習生・公衆栄養学実習生の指導

☆市村保健活動の技術的支援

☆医療施設の届出・許可・立ち入り調査

☆医師・看護師等の免許登録

☆地域医療体制の整備

☆健康危機管理対策

☆保健医療計画(地域医療構想含む）の策定と推進

☆食品検査、食中毒対策

☆理美容、クリーニング等の監視指導

☆民泊・旅館、公衆浴場の許認可・監視指導

☆薬局・医薬品販売業等の監視指導

☆覚せい剤等薬物乱用防止事業

☆献血事業

☆水道施設の整備推進

☆地域保健の総括、健康増進、栄養改善、医療介護連携、母子保健、

　生活習慣病対策、歯科保健対策、小児慢性特定疾患対策、地区組織の育成

真庭保健所の組織及び所掌事務の概要

☆地域保健に関する情報収集、調査、統計

☆結核予防・感染症対策、特定疾患対策、被爆者対策、精神保健福祉対策

☆庶務に関すること

☆飲食店の許認可・監視指導

地域保健班

（５名）

保健対策班

（６名）

真庭保健課

課長

＜１２名＞

真庭衛生課

課長

＜５名＞

真庭保健所

所長

【１８名】

（6名）

（7名）
<14名>

<5名>

〔19名〕

R７．４．１現在（再任用職員、育休代替職員を含む 育休職員除く）

＜R7年度真庭保健所作成＞



管内の概況
人口、高齢化率、人口動態等
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2025真庭市人口ピラミッド

0～4歳

5～9

10～14

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85～89

90～94

95歳以上

2015→2025→2050(推計)

人口ピラミッド（真庭保健所管内）
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資料：岡山県毎月流動人口調査（年報・10月1日現在）、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」から真庭保健所作成



管内人口及び年少人口・生産年齢人口・ 老年人口割合の推移

出典：岡山県統計分析課「毎月流動人口調査」年報（各年10月１日現在、翌年１月頃公表）
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データを編集できない

H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

管内人口（人） 46,315 45,610 44,775 44,051 43,267 42,843 42,011 41,039 40,070

年少人口割合 11.8 11.7 11.7 11.6 11.5 11.3 11.2 11.0 10.8

生産年齢人口割合 50.5 49.9 49.2 48.7 48.1 48.1 47.6 47.4 47.1

老年人口割合 37.6 38.4 39.1 39.6 40.3 40.6 40.9 41.3 41.8
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主要施策について
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令和７年度真庭保健所の主要施策

１ 地域における医療提供体制の整備

２ 健康危機管理対策

３ 障害のある人の自立と社会参加の促進

４ 子育て支援・少子化対策の推進

５ 感染症対策

６ 健康づくりの推進

７ 安全・安心な生活衛生の推進

8
＜R7年度真庭保健所作成＞



9

主要施策に関するデータ集

１地域における医療提供体制の整備



管内の主な死因別の割合（令和５年）
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資料：厚生労働省「令和５年人口動態統計（確定数）」

主要施策「１地域における医療提供体制の整備」に関するデータ集



死因（悪性新生物）の疾患別内訳（令和５年）
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資料：厚生労働省「令和５年人口動態統計（確定数）」



管内の主要死因別標準化死亡比（SMR)

12
資料：厚生労働省「人口動態統計特殊報告平成３０年～令和４年人口動態保健所・市区町村別統計」
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真庭保健所管内病院の機能

湯原温泉病院
へき地医療拠点病院
救急医療・在宅医療
回復期・慢性期病床

落合病院
地域災害拠点病院
救急医療・糖尿医療
脳卒中医療・在宅医療

急性期・回復期・慢性期病床

金田病院
地域がん診療病院
救急医療・糖尿医療
脳卒中医療・在宅医療

急性期・回復期・慢性期病床

勝山病院
救急医療
回復期

津山中央まにわ病院
救急医療
回復期

向陽台病院
精神科一般

認知症疾患センター
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管内６施設

新庄村

真庭市



診療所、歯科、薬局の状況
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診療所22施設の診療科目による分類

14

参考： 診療科目分類は日本医師会地域医療情報システムから https://jmap.jp/cities/detail/medical_area/3304?pref_id=

施
設
数

https://jmap.jp/cities/detail/medical_area/3304?pref_id=


真庭圏域 医療機関数の推移

病院 診療所 （内へき地） 新設 休診 廃院

7 32 5 0 0 0

7 33 5 1 0 0

7 32 5 0 0 1

7 29 5 0 2 1

7 28 5 0 1 1 休診から廃院へ：1

6 25 4 0 2 4 休診から廃院へ：2

6 22 4 0 1 2 休診から廃院へ：2

6 22 4 0 0 0

6 22 4 0 0 0令和7年8月末現在

真庭保健医療圏域　医療機関数の推移
（高齢者施設付属診療所を除く）

開院・開所中　医療機関 増減
備考

令和5年

令和6年

令和7年

平成30年

令和元年

令和2年

令和3年

令和4年

３３．３％減

15

資料： 医療機関からの届出により作成



救急医療体制の状況

主要施策「１地域における医療提供体制の整備」に関するデータ集
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搬送先別内訳（令和4年～令和6年）

【救急医療】真庭圏域の応需状況

R４年 R５年 R６年

救急搬送総件数 2441件 2485件 2454件

資料： R6 真庭市消防本部提供データから作成
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搬送先別内訳（令和4年～令和6年）
令和４年 令和５年 令和６年

人 数
(割合)

人 数
(割合)

人 数
(割合)

救急搬送総人数 2441人 2485人 2454人

搬送先別

真庭管内 1774人
（72.7％）

1798人
（72.4％）

1753人
（71.4％）

管外搬送 667人
（27.3％）

687人
（27.6％）

701人
（28.6％）

管外搬送内訳 667人 687人 701人

管外内訳

（津山） 376人
(56.4%)

383人
(55.7%)

373人
(55.7%)

(岡山・倉敷) 178人
(26.7%)

188人
(27.4%)

206人
(27.4%)

(県内その他) 15人
(2.2%)

13人
(1.9%)

9人
(1.9%)

（県外） 98人
(14.7%)

103人
(15.0%)

113人
(15.0%)

資料：R6年度真庭医療圏域救急医療体制推進協議会から抜粋（真庭市消防本部作成）

【救急医療】真庭圏域の応需状況
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搬送年齢別内訳（令和４年～令和６年）
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資料： R6 真庭市消防本部提供データから作成
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令和4年 令和5年 令和6年

人 数
（割合）

人 数
（割合）

人 数
（割合）

救急搬送総人数 2441人 2485人 2454人

年

齢

別

内

訳

乳幼児
（0歳～6歳）

72人
(3.0%)

88人
(3.5%)

60人
(2.4%)

少年
（7歳～17

歳）
71人
(2.9%)

66人
(2.7%)

41人
(1.7%)

成人
（18歳～64

歳）
515人
(21.1%)

489人
(19.7%)

517人
(21.1%)

高齢者
（65歳～）

1783人
(73.0%)

1842人
(74.1%)

1836人
(74.8%)

資料：R6年度真庭医療圏域救急医療体制推進協議会から抜粋（真庭市消防本部作成）

搬送年齢別内訳（令和４年～令和６年）
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傷病程度別搬送内訳（令和４年～令和６年）

令和4年 令和5年 令和6年 令和5年 令和5年

人数
(割合%)

人数
(割合%)

人数
(割合%)

岡山県内人数

(割合%)
全国人数
(割合%)

救急搬送総人数 2441人 2485人 2454人 95560人
6639959

人

程

度

内

訳

軽症
(入院必要な

し）

862人
(35.3％)

844人
(33.9%)

827人
(33.7%)

43372人
(45.4％)

3218832人
(48.4％)

中等症
(～3週間未満)

1137人
(46.6%)

1219人
(49.1)

1163人
(47.4)

39491人
(41.3％)

2850622人
(42.9％)

重症
（3週間以

上）

381人
(15.6%)

358人
(14.4%)

407人
(16.6%)

10636人
(11.1％)

481993人
(7.2％)

死亡
(その他)

61人
(2.5%)

64人
(2.6%)

57人
(2.3%)

2061人
(2.2％)
(その他含む)

88127人
(1.4％)

(その他含む）

資料：R6年度真庭医療圏域救急医療体制推進協議会から抜粋（真庭市消防本部作成）
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真庭圏域の医療提供実績と
医療需要の将来推計について

22

主要施策「１地域における医療提供体制の整備」に関するデータ集
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【急性期】NDB(R5)手術（入院）岡山県の推計値と実績値
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実
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値

【急性期】NDB(R5)手術(入院)真庭の推計値と実績値

件
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推計値と実績
値の差分は？

■ 分析データはTableau publicに掲載しています。
URL： https://public.tableau.com/app/profile/.16903558/viz/NDBR5K_17494480699520/2
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【急性期】
真庭市2025～2050年の手術（入院）の診療行為回数の推計

https://public.tableau.com/app/profile/.16903558/viz/2025-2050K__17387340430310/1
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【急性期】
    新庄村2025～2050年の手術（入院）診療行為回数の推計

https://public.tableau.com/app/profile/.16903558/viz/2025-2050K__17387389923090/1
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参考【急性期】
岡山市2025～2050年の手術（入院）の診療行為回数の推計

https://public.tableau.com/app/profile/.16903558/viz/2025-2050K__17385684877040/1
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https://public.tableau.com/app/profile/.16903558/viz/NDBR5H_17495347195720/9
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【回復期】NDB(R5)リハビリ（入院）真庭の推計値と実績値
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https://public.tableau.com/app/profile/.16903558/viz/NDBR5H/1

【回復期】NDB(R5)リハビリ(入院)岡山県全体の推計値と実績値
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https://public.tableau.com/app/profile/.16903558/viz/2025-2050H__17395186508400/1
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【回復期】真庭市2025-2050年のリハビリテーション
（入院）の診療行為単位数/回数の推計
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【回復期】新庄村2025-2050年のリハビリテーション
（入院）の診療行為単位数/回数の推計

https://public.tableau.com/app/profile/.16903558/viz/2025-2050H__17398384641300/1
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https://public.tableau.com/app/profile/.16903558/viz/2025-2050H__17395151100710/1

参考【回復期】岡山市2025-2050年のリハビリテーション
（入院）の診療行為単位数/回数の推計
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医療従事者の状況

主要施策「１地域における医療提供体制の整備」に関するデータ集
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医療従事者数

34

(R4.12末現在）

)

区分 医師 歯科医師 薬剤師 保健師 助産師 看護師 准看護師

真庭圏域

実数：人 75 25 75 57 12 546 89

人口10万
対

178.5 59.5 178.5 135.7 28.6 1299.7 211.8

津山・英田圏域

実数：人 364 105 303 135 23 2,079 368

人口10万
対

215.2 62.1 179.2 79.8 13.6 1229.3 217.6

岡山県

実数：人 6,032 1,764 4,245 1,159 560 24,654 3,641

人口10万
対

324.0 94.7 228.0 62.2 30.1 1324.1 195.5

全 国

実数：人 327,444 105,267 323,690 60,299 38,063 1,311,687 254,329

人口10万
対

268.3 86.3 265.3 49.4 31.2 1074.9 208.4

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/ishi/22/index.htmlhttps://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/eisei/22/https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/584866_8516630_misc.pdf

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/ishi/22/index.html
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/eisei/22/
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/584866_8516630_misc.pdf

出典： 厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（R4調査（R6.3.19公表））
 「衛生行政報告例」 （R4調査（R5.12.21公表））

岡山県医療推進課「看護師等業務従事者届」 から作成

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/ishi/22/index.html
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/ishi/22/index.html
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/eisei/22/
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/584866_8516630_misc.pdf


厚労省 令和6年1月10日更新

全国医師偏在指標
255.6

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bu
nya/kenkou_iryou/iryou/kinkyu/index.html#:~:t
ext=%E2%96%A0%E5%8C%BB%E5%B8%AB%E5
%81%8F%E5%9C%A8%E6%8C%87%E6%A8%99

医師偏在指標
二次医療県
（岡山県） 299.6
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10.4%

1.3%

21.3%

19.0%

10.7%

19.0%
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13.3%
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岡山県

津山・英田圏

域医師数

真庭圏域医

師数

２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上

医療施設従事医師の年齢構成

(R4.12末現在）
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/ishi/22/index.html

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/ishi/22/index.html出典： 厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」（R4調査（R6.3.19公表））
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https://www.jmari.med.or.jp/wp-content/uploads/2023/07/WP472data-33.pdf

日医総研 地域の医療提供体制の現状－都道府県別・二次医療圏別データ集－（2023年4月）

37



資料 ： 岡山県医療推進課「看護師等業務従事者届」（R6年12月末）
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就業看護師・准看護師の年齢構成
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29.3%

岡山県

津山・英田

圏域

真庭圏域

２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳以上

出典：医療推進課 看護師等業務従事者届（R6年12月末）

20代が
8.1％ 50代以上が52.7％
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管内 自立支援医療（精神通院医療）受給者数の推移
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H31 R2 R3 R4 R5 R6

てんかん

小児期及び青年期に通常発症す

る行動及び情緒の障害
心理的発達の障害

精神遅滞

成人の人格及び行動の障害

生理的障害及び身体的要因に関

連した行動症候群
神経症性障害、ストレス関連障

害及び身体表現性障害
気分障害

統合失調症、統合失調症型障害

及び妄想性障害
精神作用物質使用に精神及び行

動の障害
症状性を含む器質性精神障害

資料 ：  岡山県精神保健福祉センターとりまとめ

主要施策「３障害のある人の自立と社会参加の促進」に関する
データ集

※ 自立支援医療（精神通院医療）… 精神疾患の治療のために、通院による精神医療を続ける必要がある方に対し、医療費の
 自己負担を軽減（自己負担割合を１割に）することを目的とした公費負担医療制度

受
給
者
数 (

人)
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自殺率の推移

（人口10万あたり死亡率）

30.3 

22.6 
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25.0

30.0

35.0

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

真庭保健所管内

岡山県

出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料（自殺日・住居地）」をもとに岡山県健康推進課で作成
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管内 自殺者数の推移
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出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料（市町村・自殺日・住居地）」
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真庭保健所管内 精神保健福祉法に基づく通報件数

一般からの
通報
（22条）

警察官から
の通報
（23条）

検察官から
の通報
（24条）

保護観察
所の長の
通報
（25条）

矯正設の
長の通報
（26条）

23条のうち

調査により
鑑定不要

措置
診察率

23条のうち
措置入院

R1 0 3 3 0 0 1 66.6 1

R2 0 3 0 0 3 1 66.6 1

R3 0 5 0 0 1 3 40.0 1

R4 0 0 1 0 0 0 0 0

R5 0 4 1 0 0 2 50.0 1

R6 0 4 0 0 0 1 75.0 2

R7
（R7.10 
月末）

0 1 0 0 1 1 50.0 0

※ 真庭保健所における各年度の通報処理件数

43



管内の出生数の推移

290 282

227 242
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真庭市 新庄村

資料：厚生労働省 人口動態統計（H28～R5は確定数、R6は届出数）

(人)

主要施策「４子育て支援・少子化対策の推進」に関するデータ集
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管内産科医療機関の分娩件数の推移

※ 資料：厚生労働省：年度別病床機能報告公表データ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000055891.html

(件)
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※ 分娩件数… 分娩を行った患者数（正常分娩、帝王切開を含む、死産を除く）
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結核の現状
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R1 R2 R3 R4 R5 R6

真庭保健所 岡山県 全国

⚫ 結核罹患率（人口10万人対）の年次推移

⚫ 真庭保健所管内（真庭市・新庄村）の新登録患者数 (人)

【令和６年の管内の状況】
・結核登録患者 １１人
（６５歳以上１０人）
・新規患者 １人
（６５歳以上 １人）

・結核罹患率（10万人対）２．４９

主要施策「５感染症対策」に関するデータ集

※ 真庭保健所における各年度の発生届件数

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年
R7年

(10/1現在）

4 2 11 2 ８ １ 1

（%）

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年
R7年

(10/1現在）

4 2 11 2 ８ １ 1
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管内の感染症発生状況

類
型

感染症名
R元
年度

R2
年度

R3
年度

R4
年度

R５
年度

R6
年度

R7
（10/1
現在）

２ 結核 ４ 2 11 2 8 １

３ 腸管出血性大腸菌感染症 １２ 1 1 1 4 １ ２

４ つつが虫病 ２ 1 1

４ レジオネラ症 ２ 1 2 1 3 １ ３

4 日本紅斑熱 1 1 １

５ 侵襲性肺炎球菌感染症 １ １

5
施
設
集
団
発
生
報
告

季節性インフルエンザ
（集団発生）

2 ２ １

5
感染性胃腸炎
（集団発生）

1 1 ２ １

５
新型コロナウイルス感染症

（５類移行後）
１４ ３

(人)

※ 真庭保健所における各年度の発生届件数
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主要施策「７安全・安心な生活衛生の推進」に関するデータ集

区 分 施設数 対象施設数

監視指導件数 １，６０２ ７６５

    うち重点監視 １２３ ９７

区 分 目標件数 検査件数

収去検査 １８３ ２０２

試買検査 ２７ ２７

内 容 回 数 人 数

食品衛生講習会 １０ ４３０

食中毒予防啓発ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ １ －

食の安全相談窓口対応件数 ２６２ －

食品衛生関係業務(令和6年度)

<監視指導>

<食品等の試験検査>

<食の安全に関する理解の促進>
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区 分 施設数 監視件数

理容所 ５５ ２２

美容所 １１１ ４４

クリーニング所 ２８ １４

公衆浴場 ３８ １２

旅館業 １４０ ３８

住宅宿泊事業 ７ １

遊泳用プール ５ ８

温泉利用施設 ７５ ９

区 分 施設数 立入件数

上水道 １ １

簡易水道 １９ ５

採水施設数 検体数 検出数

９ ２８ ２

生活衛生関係業務(令和6年度)
<監視指導>

<レジオネラ対策>

<水道施設立入調査>
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薬務関係業務(令和6年度)

区 分 施設数 監視件数

薬局・医薬品販売業 ２８５ ３６９

毒物劇物販売業 ３８ ３６

麻薬関係施設 ４６ ２９

200mL献血 400mL献血 成分献血 計

 2     1,084 260 1,346

<監視指導>

<住所別献血者の人数>

<覚醒剤等薬物乱用防止対策事業>

〇令和6年6月14日(木)
真庭高等学校において、生徒も参加して、登校中の生徒に対し

て薬物乱用防止を呼びかけ、啓発資材を配布
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真   庭   保   健   課

51



「地域における医療提供体制の整備」

主要施策１
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主な取り組み
① 地域医療構想の推進

人口減少や超高齢化が進んでいく中、今後の医療需要に的確に対応していくため、医療提供
体制の確保について協議を進める必要がある。
＜取り組み＞
〇 地域医療構想調整会議での協議
・現行の地域医療構想（～R7）を踏まえ、各医療機関の病床機能や必要病床数、
医療機関ごとの役割分担等

・新たな医療構想（R8～）について2040年を見据えた課題整理や検討
・地域で基幹的に外来医療機関とかかりつけ医との連携の構築

② 医療従事者の不足

圏域における医師・看護師等の医療従事者の不足及び高齢化は深刻な状況。人材確保ととも
に離職防止し継続して働ける環境づくりが喫緊の課題
＜取り組み＞

医師・看護師確保対策の推進
看護職と看護学生との交流会等、県看護協会と連携した取組の継続

③ 救急医療体制の確保

救急出動件数及び救急搬送困難事例が増加。救急医療の適正利用について住民の理解促進を
促す必要がある。真庭圏域では、管外搬送が３割。
＜取り組み＞

救急医療の適正利用について医療機関や市村と連携し住民等への啓発
救急医療体制の確保に向けた課題整理・改善への取り組み
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地域医療構想の推進

「真庭圏域地域医療構想調整会議」の開催

〇 目的

真庭圏域の医療体制を確保することを目的に地域医療構想の

実現に向けた関係者との協議及び調整等を行う

〇 委員数 23人

〇 任 期 2年（R6.3.31～R8.2.28）

〇 開催状況

 R６年度 ３回 R７年度 ３回開催予定

〇 主な協議事項

・ 圏域の医療提供体制の現状、課題

・ 病床機能報告制度による情報の共有 等

54
＜R7年度真庭保健所作成＞



体制整備
看護協会真庭支部との連携・組織強化
市議との意見交換会、他団体との連携

看護職の人材確保に向けた活動イメージ

看護の芽を育てる 看護職の確保 看護職員の育成・定着

キッズマニワーク
子どもたちへの
職業体験イベント

看護就職フェア
真庭地域で働く魅力発信

新人・潜在看護職の掘り起こし
看護学生への病院等説明会

まにわナーシング
カレッジ

〇新人、2年目、3年
目研修

〇教育担当者会議

病院見学ツアー
真庭高等学校専攻科

1年生を対象

ネットを活用した看護職魅力紹介
ポータルサイト、ホームページ、

MIT等を活用した看護職の魅力発信

看護職体験
中学生の職場体験

研修会・交流会
真庭支部研修会
看護研究発表会

3支部合同交流会

真庭看護管理者
研修会

看
護
の
質
の
向
上

奨学金

定
着
促
進

住みたい・働きたい
真庭地域のために

他圏域
との
交流会

次期
リーダーの育成

横の
つながり

医療機関

看護師養
成学校行政

ユニバーサル
スポーツ大会

 ブース出展

地
域
活
動

魅力発信
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真庭地域看護師確保の取組（R７）

【看護協会真庭支部】への参画

◇看護就職フェア(就職説明会）真庭高校 8/28  

（1～3年、専攻科 計 52名）

◇ユニバーサルスポーツ大会(ブース出展) 10/19(日)

◇キッズマニワーク (子どもの職業体験イベント) 11/22 (土)

◇まにわナーシングカレッジ

   新人、2年目、3年目研修、教育担当者会議 各３回程度

参考

【真庭市】真庭市看護師等育成奨学金（R6～拡大）

（◆：日程等未定）
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「健康危機管理対策」

主要施策２
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主な取り組み（美作・真庭）
① 大規模災害時における健康危機管理

近年、頻発する風水害や発生が予測されている南海トラフ地震等による大規模な災害発生時、
迅速かつ適切に医療救護、公衆衛生支援活動を行う必要がある。

＜取り組み＞
平時・EMIS・防災システムの操作訓練、（地域保健医療福祉調整本部設置運営訓練）

・市村、関係機関と連携した訓練

② 新興感染症等に係る健康危機管理

感染予防に関する情報提供や発生時の関係機関と連携し適切な対応、まん延防止を図る必要
がある。平時から計画的に保健所の体制整備を進める。鳥インフルエンザ発生時についても迅
速な対応できるようにする必要がある。

＜取り組み＞
平時・健康危機管理対策地域連絡会等による、医療機関や消防等との連携強化

患者移送訓練等研修会による「感染症患者等移送ネットワーク」の強化
・健康危機対処計画（R6度策定）に基づいた保健所の体制整備をはかる。高病原性鳥
インフルエンザ発生時、関係機関と準備を進め迅速な対応ができるようにする。
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「障害のある人の自立と社会参加の促進」

主要施策３
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主な取り組み

① 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

<取り組み＞
・精神障害者が住み慣れた地域で医療・福祉・就労等、包括的なケアが受けられるよう医
療、福祉、保健関係者が地域移行推進協議会や自立支援協議会等で地域課題の共有と対
策を協議するとともにケア会議等を通じて支援のネットワークづくりを行う

・地域移行・地域定着支援
退院に向けて入院早期から地域支援者と連携した支援

・精神障害者や心の健康に不安を抱える住民が早めに相談できるよう、地域支援者の対応
力を向上するための研修や事例検討等の実施

② 難病・小児慢性特定疾患患者への支援

病気の特性に応じた支援が必要。医療依存度の高い患者は、大規模災害発生時ライフプラ
ンの停止等により生命の維持や在宅生活の継続が困難となるため、個別の支援策が必要

＜取り組み＞
災害時に備え、個別支援シート等の作成・更新及び市村関係部署との共有
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真庭保健所精神保健福祉活動の実際

真庭保健所管内精神保健福祉対策の取組

相互連携による支援

精神科病院

保健所

市町村
（保健福祉・
教育関係）

警 察

愛育委員・民生委員他

必要な医療の確保・再発予防

作業所等

適正なアセスメントと個別支援
●ケース会議の開催
●アウトリーチ事業

早期発見・早期治療・専門相談

●心の健康相談 毎月第1又は第2火曜
●思春期相談 毎月第3水曜日
●お酒の悩み相談 隔月第4月曜日

措置診察・保護・アフターケア

発生予防・早期発見・早期対応・心の健康づくり

○処遇困難ケースへの対応 ⇒ 保健福祉サービス調整推進会議の開催 個
別支援の実際○管内精神保健福祉関係機関との連携の推進

＜精神保健福祉体制づくり＞

地域生活支
援センター

二次予防

（早期発見早期治療）

三次予防
（リハビリテーション）

一次予防
（健康増進・疾病予防）

適正な医療の確保

適正な個別支援と関係機関との有機的な連携の推進

心の健康づくりの推進

地域移行・地域定着事業
（地域移行推進実務者検討会）

●美作局精神障害者地域移行推進協議会
●真庭地域精神保健福祉連絡会

心の健康づくり・普及啓発事業
●心の健康づくり県民講座の開催
●自殺予防対策
●ひきこもり予防支援事業
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精神保健福祉

１．心の保健福祉相談

２．精神科在宅支援アウトリーチ事業
  治療継続困難、未治療等により生活に支障を来している方に対し、医師・保健師・

精神保健福祉士等の多職種支援チームにより支援や事例検討を行う

３．保健新による精神保健相談（訪問、面接、電話）

（市村保健師等と連携した支援を中心に）

４．緊急対応

令和６年度

心の健康相談 月１回 ５回 ５件

思春期心の健康相談 月１回 ６回 ９件

お酒の悩み相談 年６回 －

令和６年度

アウトリーチチームによる支援 実４件（継続３，終結１）
ケース会議 ７回

事例検討 １件

令和６年度

訪問 実 24、延 125

面接 実 13、延 19

電話 延 344

令和６年度

精神保健福祉法に基づく通報 ４件（２３条）

通報以外の緊急対応事例 １件
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精神保健福祉

６．地域移行・地域定着支援事業

精神科病院等に入院する精神障害者の地域移行・地域定着を図るための支援体制を整備する

７．心の健康づくり事業

地域住民に対し、心の健康保持増進を図るとともに精神障害者への偏見解消し、住民の理解、

関心を深め、地域で支えあう

   心の健康づくり県民講座 令和６年度 １回 ２１名 （対象：新庄村愛育委員）

８．ひきこもり予防支援事業

  思春期心の保健相談（月１回）※再掲、

市村と連携した個別支援（訪問、面接、電話）

９．自殺予防対策・依存症対策

  ・市村のゲートキーパー研修会、その他、市村と連携して普及啓発活動

・真庭アルコールを考える会への参画等

令和６年度 令和７年度

美作局地域移行推進協議会 ３回（企画会議１回を含む） ３回（企画会議２回を含む）

真庭地域精神保健福祉連絡会 １回 １回
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難病患者の地域生活支援の推進

○災害時要配慮者への支援

・「難病患者災害時要配慮者リスト」、

「難病患者災害時個別支援シート」の更新

  ・「人工呼吸器及び在宅酸素療法患者のための

個別支援計画」の作成

・難病患者・小児慢性特定疾病児の災害時要支援者連絡会(市村との）１回

人工呼吸器及び在宅酸素療法患
者のための個別支援計画

病気の特性に応じた支援が必要。医療依存度の高い患者は、大規模災害発生時
ライフプランの停止等により生命の維持や在宅生活の継続が困難となるため、
個別の支援策が必要
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１．医療費等の助成

２．難病医療福祉相談会

３．在宅療養支援計画策定評価事業

４．在宅難病患者・家族の集い

５．災害時支援
・「難病患者災害時要配慮者リスト」「難病患者災害時個別支援シート」の更新

・「人工呼吸器及び在宅酸素療法患者のための個別支援計画」の作成

・難病患者・小児慢性特定疾病児の災害時要支援者連絡会

６．保健師訪問・面接等相談

令和６年度 令和７年度

９組 １０名 ６組 ６名

令和６年度

特定医療費（指定難病）受給証認定件数 ３８４件

特定疾患治療研究事業受給者数 ８件

令和６年度 令和７年度

１回 ３名 １回 ６名

難病対策

令和６年度 令和７年度

１回 １回

令和６年度

災害時要配慮者リスト登録者数 ２９名

令和６年度 令和７年度

１回（R6.10.4） １回（R7.11．27予定）
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「子育て支援・少子化対策の推進」

主要施策４
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主な取り組み
① 母子保健の推進

妊娠期から子育て期まで切れ目なく支援が受けられる体制の充実・強化
若い世代が妊娠と出産に関する正しい知識を習得し、将来のライフプランを考える一助となるよう
取り組む必要がある。

＜取り組み＞
・行政と医療関係者（産科・小児科・精神科医師、助産師、精神保健福祉士、心理士等）による周産期
母子関係者連絡会議等

・若い世代への妊孕性等の思春期健康教育（未来のパパ＆ママ出前講座）

・発達や発育が気になる子どもに対する専門医等による相談（子どもの健やか発達支援事業）

・安心して妊娠・出産できる体制整備を進める。

② 市村・児童相談所と連携した児童虐待防止対策の推進

＜取り組み＞
・市村の要保護児童対策地域協議会への参画
・局管内要保護児童対策地域協議会連絡会議、県子ども専門本部美作支部会議への参画
・市村・児童相談所と連携した支援

③ 歯科保健対策の推進

・歯科医師会、歯科衛生士会、市村、こども園・学校等による管内歯科保健連絡会議等
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健康群

育児不安・
虐待ハイリスク群

虐待群
連携による悪化防止・再発予防

発生予防・早期発見・母子保健地域支援

・保護・指導・アフターケア

・市村や関係機関との連携による悪化防止・再発予防
〇市村要保護児童対策地域協議会への参画
〇困難事例ケース会議への参画

・専門的な相談や支援
●子どもの健やか発達支援事業（地域支援連絡会議）
・訪問指導等による相談・支援

●小児慢性特定疾病児への支援（面接、訪問指導等による相談・
支援）
●先天性代謝異常等検査事業
・周産期医療との連携
●妊娠中からの切れ目のない支援システム

◆母子保健体制づくり   
●母子保健評価事業・・・・市村母子・歯科保健連絡会及び研修会の開催

 ●切れ目のない母子支援・・・真庭地域周産期母子支援連携会議、美作県民局管内周産期母子支援関係者連絡会の開催
 ●処遇困難ケースへの対応・・・・保健福祉サービス調整推進会議の開催

個
別
支
援

(

訪
問
・電
話
・ケ
ー
ス
会
議
参
画
等
）

・子育て中の親の孤立化を防ぎ、児童虐待を防止する。

・早期に発育・発達等の相談を行い、子どもの健やかな成長を支援する。

・愛育委員等健康づくりボランティアと連携した普及啓発活動
〇思春期ふれあい体験学習
・思春期の健康づくり
●未来のパパ＆ママを育てる出前講座等の開催
・福祉との連携
〇自立支援協議会・子ども子育て支援部会等への参画
〇トータルライフ支援プロジェクト（市）への参画

・市村の相談・支援
〇妊娠期からの相談支援 〇赤ちゃん全戸訪問
〇各種健康診査、育児相談、要観察児教室
〇臨床心理士、言語聴覚士による相談支援援助 等

相互連携による支援

市町村

保健所

医療機関

教育機関

療育機関

市町村

愛育委員・
栄養委員等

真庭保健所管内 母子保健対策

児童相談所
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母子保健の推進

【母子保健の現状】
・市村では妊娠期から関係機関と連携した母子保健を行っている。
・１歳６か月児健診で約７割、３歳児健診で約６割の児が要支援児となっている。

・発達が気になる児がタイムリーに支援に繋がることが難しい場面があり、その一因と
しては、管内の療育機関や医療機関の体制に、一定の制約があることが考えられる。

〇子どもの健やか発達支援事業
【対象】発育発達・育児環境等に課題がある親子
【内容】専門医や臨床心理士、保健師等が相談に応じ、

 親子の状況に合わせた支援をする

子どもの適切な発達発育を促すとともに、保護者の育児負担等に
よって生じる児童虐待を未然に防ぐ。

〇周産期母子支援連絡会議（真庭地域・美作局管内）

行政と医療関係者（産科・小児科・精神科・助産院）
が一同に会し、妊娠期からの切れ目のない支援体制
に向け課題共有や検討を行う。
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市村・児童相談所と連携した児童虐待防止対策の推進

【児童虐待防止対策の現状】
・虐待種別としてはネグレクトと心理的虐待が多い。（令和元年～令和６年）
・市村、園・学校、地域住民、児童相談所等が連携して継続的な見守りを行っている。

〇令和６年度真庭地域歯科保健関係者連絡会
目的：子どもたちが幼児期から学齢期まで連動した

歯科保健支援を受けることができ、発達段階
に応じたセルフケア能力の向上を図る。

内容：各機関からの話題提供、歯科医師からの講話

〇市村や児童相談所と連携した個別支援の実施
〇岡山県子ども虐待専門本部会議美作地域支部会議等への参画による関係機関と

 対策協議

歯科保健対策の推進

【歯科保健対策の現状】

・むし歯有病率について、３歳児は減少傾向にあるが、小中学生は横ばい状態であり、
とくに小学生は、２割以上の児がむし歯に罹患している。
・市村や園・学校では対象に合わせた歯科保健対策を実施している。
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１．母子保健評価事業等
県内市町村データ等を活用し各市村の母子保健活動について市村とともに評価し今後の

活動について検討

２．未来のパパ＆ママを育てる出前講座
中高生を対象に妊孕性をはじめ、妊娠・出産に関する正しい知識を啓発

３．妊娠中からの切れ目のない支援システムの推進
行政と産科、精神科、助産所等医療関係者の連絡会を開催し、妊娠期からの切れ目ない支援
体制について、それぞれの立場からの課題等意見交換し、連携強化につなげている。

母子歯科保健

令和６年度 令和７年度

市内４中学校 計４回 市内４中学校 計５回

令和６年度 令和７年度

真庭地域周産期母子支援連携会議 １回 実施予定

美作県民局管内周産期母子支援関係者連絡会議 １回 ２月実施予定

令和６年度 令和７年度

市村との母子保健連絡会 真庭市・新庄村 各1回 実施予定
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４．歯科保健対策

 

５．児童虐待予防

管内市村の会議や市村や児童相談所と連携した個別支援等

岡山県子ども虐待専門本部会議、地域支部会議等への参画により関係機関と対策協議等

６．保健師による小児特定疾病児・ ハイリスク母子等への支援  

令和６年度 令和７年度

管内市村の要保護児童対策地域協議会へ
の参画

真庭市代表者会議 １回 １回

実務者会議 ２１回 １４回

岡山県子ども虐待専門本部会議への参画 １回 １回

岡山県子ども虐待専門本部会議美作地域支部会議への参画 １回 １回

美作地域要保護児童対策協議会への参画 １回 １回

令和６年度 令和７年度

真庭地域歯科保健関係者連絡会 １回 １４人 １回1８人

管内市村における歯科保健関係者会議への参画 真庭市 ２回 真庭市 １回

母子歯科保健

家庭訪問 電話 面接 ケース会議への参画

令和６年度 １６ ２２ ３３ １４
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「感染症対策」

主要施策５
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主な取り組み

① 感染症対策

集団発生（クラスター）の予防と感染拡大防止対策  

＜取り組み＞
各施設で感染予防や発生時の早期対応が適切に実施できるよう、感染症対応研

修会の開催、集団発生時の指導、助言

② 性感染症対策

近年、梅毒をはじめとした性感染症が増加。

＜取り組み＞
・正しい知識の普及、相談・検査につなぐため、広く啓発活動の実施、中高生等
若い世代への出前講座の実施

・早期発見、早期治療に向けた電話相談、検査の実施
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真庭保健所 感染症対策

連携による支援

医療機関

薬局

保健所

社会福祉
施設 等

市町村

三次予防
（リハビリテーション）

二次予防
（早期発見・早期治療）

個別支援：相談（家庭訪問・面接・電話）、関係機関との連携の推進

研修・訓練
・感染症対策研修会
・高病原性鳥インフルエンザ対策研修
・感染症患者等移送ネットワーク研修会

真庭保健所の対策

普及啓発・情報提供
・感染症注意報・警報の発令に基づく啓発
・結核予防週間、世界エイズデー
・エイズ等出前講座 他

結核・感染症発生動向調査事業

患者管理
・保健指導、管理健診

関係機関連携会議
・新型インフルエンザ地域連絡会議
・美作局管内結核連携会議

感染症診査協議会

医療費公費負担
・結核、感染症、肝炎

早期発見・早期治療・相談
・性感染症、エイズ、肝炎の相談及び検査
・結核登録患者の管理検診、接触者健診
・感染症発生時の疫学調査、健診、予防措置等

一次予防
（健康増進・疾病予防）

地域ＤＯＴＳ事業
・退院前・地域ＤＯＴＳ カンファレンス
・結核患者の定期的な服薬支援
・コホート検討会
・地域ＤＯＴＳの普及啓発
・関係機関の連携
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感染症対策

１．結核対策

【令和６年の管内の状況】

・ 結核登録患者 １１人（６５歳以上１０人）

・ 新規患者   １人（６５歳以上 １人）

・ 結核罹患率（10万人対）           ２．４９

 ○ 感染症診査協議会結核部会

毎月第２・４火曜日（美作保健所）

 ○ 地域ＤＯＴＳ推進事業

医療機関等と保健所が連携して結核患者の服薬を支援することにより、治療の完遂を

図るとともに、薬剤耐性結核菌を防止し結核のまん延防止を図るために地域ＤＯＴＳ

    を行っている。

・ 退院前・地域ＤＯＴＳカンファレンス

  ・ 定期的な服薬支援

  ・ コホート検討会 令和６年度 ３回

  ・ 岡山晴れ晴れDOTS手帳の活用
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２．性感染症対策
〇 早期発見・早期治療・相談（エイズ・肝炎等）

・ 健康相談 毎月第３火曜日
・ 夜間エイズ検査 ６月（HIV検査普及週間）

    １２月（世界ｴｲｽﾞﾃﾞｰ）

〇 普及啓発・情報提供
・ エイズ等出前講座
・ HIV検査普及週間、世界エイズデー啓発

３．その他の感染症対策
〇 感染症法に基づく対応

〇 研修・訓練
・ 感染症対策研修会
 施設職員を対象に感染予防、発生時の対応について
 講演及び吐物処理の実技演習を実施

・ 感染症患者等移送ネットワーク研修会
 消防署と連携し、感染症患者移送についての情報共有、
 防護服着脱訓練を実施 令和６年度 参加者２３名

令和６年度

エイズ相談 ３件

HIV抗体検査 ２件

性感染症検査（梅毒） ２件

性感染症検査（クラミジア） ２件

令和６年度 令和７年度

勝山高校蒜山校地
１８人

真庭高校 １９０人
勝山高校蒜山校地

２９人
勝山中学校（予定）

令和６年度 令和７年度

１回 １回

３６人 ５８人

令和６年度

感染症発生件数
（二類を除く）

三類 １件

四類 １件

五類 ２件

施設内集団感染対応等 １８件

感染症対策
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「健康づくりの推進」

主要施策６
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主な取り組み
① 健康な生活習慣の定着促進 

・若い世代からの健康な生活習慣の定着に向け、愛育・栄養委員、学校等と連携した活動

・食育推進協議会を通じて、子どもから高齢者まで各組織が連携した食育推進活動に取り組む

② たばこ対策の推進

・喫煙年代前の年代へ、たばこの害について啓発、出前講座の実施

・敷地内全面禁煙や屋内禁煙が進むよう事業主・団体への周知、受動喫煙防止に関する相談や
改善指導等

③ 糖尿病等重症化予防対策の推進

保健所国保ミーティング等各市村の課題共有、特定健診受診率や特定保健指導実施率の向上、
糖尿病重症化予防に向けた取り組みの推進等市村と協働した今後の方策を検討

④ 愛育委員・栄養委員（健康づくりボランティア）との協働

・委員が活動の意義を理解し、やりがいを感じながら活動できるよう市村と課題
共有した組織育成

・活動が継続できる組織づくりに向け、市村支援
・がん検診などの早期発見、早期予防の取り組みの促進

79



健康づくり

すべての県民が健康で生きる喜びを感じられる
長寿社会の実現

目的を共有しそれぞれの役割に応じた事業の推進
（地域・家庭・学校・職域等）

地域の実状に応じた
保健事業
すべての住民が健康
づくりに取り組むことが
できる環境の整備

「第３次健康おかやま２１」
【計画改定の趣旨】

子どもから高齢者まで、すべての県民が、健やかに心豊かな生活を送るために、
主に保健施策の観点から、 県や市町村、県民、関係者が、目指すべき方向と
基本的施策を明示する「第３次健康おかやま２１」を策定。

【計画の期間】：令和6年度から令和17（2035）年度までの12年間

市町村 県・保健所 関係団体

ヘルスプロモーションの推進

健康に関する調査・分析
市町村の健康づくり推進支援
関係団体等との連携
広域的・専門的保健事業
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【意見交換で出た意見】
☆真庭地域の魅力である「人とのつながり」を大切に
☆家庭でも話し合うこと

真庭地域食育推進協議会の活動の広がり

＜令和７年度第１回協議会（R7.6.19）＞

「真庭地域の目指す食育の姿とこれまでの協議会
の取組について」

話題提供

意見交換

たばこ対策の推進
・たばこからの健康影響普及講座
目的：若い世代を対象にたばこの害の普及啓発や喫煙防止をめざす
依頼のあった小学校で、たばこの害や受動喫煙等についての講座を開催する

・敷地内全面禁煙や屋内禁煙を進めるための啓発活動
目的：受動喫煙を防止する環境づくりを推進する
関係機関と連携して啓発活動を行う

「真庭地域の食と健康の課題について」

「食育の取組の視点を取り入れた活動を考
える～家庭への波及をねらって～」 ※第２回協議会では 各団体の

今年度の取組を共有する予定

真庭地域の様々な団体と連携を深め、
真庭地域での取組を広げていきたい

会議で
情報共有

他団体の
活動の認識

目的・目標

の共有化
実践
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地区組織～愛育委員・栄養委員との協働～

１ 栄養改善協議会
重点目標「元気が素敵！健康真庭！！～みんなでつくろう元気な真庭～」の推進

総会及び研修会       R6：1回 30人  R7：１回 24人(今年度は総会のみ)

理事会       R6：4回   R7：4回 予定

管内研修会         R6：1回 14人          R7：1回 23人  

元気がすてき栄養展 R6：１回 約60人    R7： １回(11月)

２ 愛育委員連合会
スローガン：みんなの力で「元気が素敵！健康真庭！！」をきずこう

総会及び研修会 R6：1回 73人    R7：1回 173人(75周年記念大会並びに総会)

理事会 R6：5回 59人（延）   R7：5回予定

リーダー研修会 R6：1回 30人 R7：1回 30人

３ 愛育委員・栄養委員合同研修会：真庭版地域ですすめる健康支援事業
目的：親子が地域で見守られているという安心感を持ちながら、児の健やかな成長を

促し、子育ての楽しさや喜びを感じられる地域づくりを目指して、地域で活動す
る愛育委員・栄養委員が関係者と協働しながら地域ぐるみの子育て支援活動を
展開する。

  検討会 R6：1回 12人 R7：1回 12人

  報告会  R6：1回 32人（報告書を冊子にまとめ、各支部に配付） R7：1回予定

（令和6年度及び令和7年度実績）
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元 気 が す て き 栄 養 展
R6.11.9（マルイアルティ店）

真庭保健所管内栄養改善協議会
と蒜山イキイキ楽酪協議会、岡
山県栄養士会真庭市部の方々と
連携して、野菜摂取や減塩につ
いて普及啓発を行いました
今年度も11月に開催

栄養委員のコーナーでは、普段食べている
野菜の量はどのくらいか

実際の野菜を使って計量、不足分を体感
してもらい、野菜摂取を呼びかけました

管内栄養改善協議会研修会
R7.10.3（新庄村ふれあいセンター）

管内栄養改善協議会委員及び地域住民の方を
対象に研修会を開催
睡眠をテーマに御講演をいただき普段の睡眠
について考え直すきっかけになりました

地区組織～栄養委員との協働～
（令和6年度及び令和7年度実績）
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地区組織～愛育委員との協働～

スローガン：みんなの力で「元気が素敵！健康真庭！！」をきずこう

（令和6年度及び令和7年度実績）

③リーダー研修会 

▲山陽学園大学
 教授 山野井 尚美 先生

①総会及び研修会 R6：1回73人

【R7年度】75周年記念大会並びに総会
1回173人

真庭保健所管内愛育委員連合会 （委員数529人：R7.4.1時点）

高校生を中心に、幅
広い年代の方にたば
この害について啓発

②世界禁煙デー 街頭啓発活動

記念講演 『愛育委員の力
～「愛育のこころ」を

引き継いで～』
愛育委員が歴史の中
で行ってきた「つなが
り」づくりが大切。

リーフレット、ティッシュ等

を配布し、声かけ

講演 『健康長寿を目指そう
全身と繋がる健康づくり

～愛育委員に期待すること～』

真庭歯科医師会
会長 大國 伸 先生

口の健康が全身の健康に繋がる。
歯科への検診や受診に行くことなど
身近な方から声かけをして欲しい。

④思春期出前講座

講演 『がんについて学ぼう～看
護の立場から～』

これから大人になる皆さんが
自分の心と身体の健康につ
いて考えるきっかけにしてい
ただきたい。

がんを自分のこととして
考えてほしい。

倉敷成人病センター
乳がん認定看護師
小原 未貴 先生

R6：勝山高校1回学生102人

R7：勝山高校1回学生107人

【講座後】

看護職を希望する

学生との座談会

R6：1回30人

R7：1回30人

〈実施場所〉

R6：中国勝山駅、
三金や勝山支店

R7：中国勝山駅、 真庭高校

R6：学生6人、

 看護職1名

R7：学生14人、

 看護職4名
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愛育委員・栄養委員合同研修会：真庭版地域ですすめる健康支援事業
目的：親子が地域で見守られているという安心感を持ちながら、児の健やかな成長を

促し、子育ての楽しさや喜びを感じられる地域づくりを目指して、地域で活動す
る愛育委員・栄養委員が関係者と協働しながら地域ぐるみの子育て支援活動を
展開する。

  検討会 

  報告会  R6：1回 32人（報告書を冊子にまとめ、各支部に配付）

 R7：研修会を1回開催予定

（令和6年度及び令和7年度実績）

他地域の活動を知ることが
できて参考になった。

▲保健師 大熊江美子 先生

支えられた体験は世代を超えて
好循環する。
親子のことを気にとめて、
声をかけてほしい。

他団体と連携した取組
をしていたり、続けてい
くことが大切。

親子が安心できる居場所づくり
を残していきたい。

地区組織～愛育委員・栄養委員との協働～

R6年度

管内愛育委員連合会と管内栄養改
善協議会の会長・副会長が集まり、
今年度計画について検討
R6：1回12人
R7：1回12人
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１．食を育む環境整備
(1)真庭地域食育推進協議会 

〇目的：関係機関及び団体等との意見交換を行い、今後の食育活動につい
て検討し、地域における食育活動を総合的かつ効果的に推進する。

〇４つの課題・目標：よく噛む、高血圧予防、真庭の食材、運動不足

〇参加機関：地域に所属する団体、幼稚園・保育所・学校関係者、農林水産
業者、食品関連事業者、行政 など

食育啓発ポスター

令和６年度 令和７年度

２回 ２回予定

令和６年度 令和７年度

１回 約６０人 １１月予定

（2）元気がすてき栄養展（糖尿病予防戦略事業：地域密着型生活病サポート事業）

栄養改善協議会、蒜山いきいき楽酪協議会、岡山県栄養士会真庭支部と協働し、市内ショッ
ピングセンターで、野菜摂取量を増やすポイントやおいしく減塩をする調理の工夫など、健
康な食習慣の定着に向けた普及啓発を実施。

健康づくり
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２．健康づくりボランティアの組織育成
がん検診受診勧奨、生活習慣病予防、食育の推進、子育て支援等、子どもからお年寄りまで
の健康づくりの推進を行う愛育委員、栄養委員と地域活動を実施。研修会等で市村と連携し
組織育成を行っている。

＜委員数＞

① 栄養改善協議会

重点目標「元気が素敵！健康真庭！！～みんなでつくろう元気な真庭～」の推進

令和６年度 令和７年度

愛育委員 530人 529人

栄養委員 89人 23人

※令和７年度から栄養委員は新庄村のみ

健康づくり

令和６年度 令和７年度

総会及び研修会 1回 30人 １回 24人(総会のみ)

理事会 4回 4回 予定

管内研修会 1回 14人 1回 23人

元気がすてき栄養展 １回 約60人  １回（11月予定)
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② 愛育委員連合会

スローガン：みんなの力で「元気が素敵！健康真庭！！」をきずこう

③ 愛育委員・栄養委員合同研修会：真庭版地域ですすめる健康支援事業

目的：親子が地域で見守られているという安心感を持ちながら、児の健やかな成長を促し、
子育ての楽しさや喜びを感じられる地域づくりを目指して、地域で活動する愛育委員・
栄養委員が関係者と協働しながら地域ぐるみの子育て支援活動を展開する。

令和６年度 令和７年度

総会及び研修会 1回 73人
75周年記念大会並びに総会

１回 173人

理事会 5回 59回 5回 予定

リーダー研修会 1回 30人 1回 30人

令和６年度 令和７年度

検討会 1回 12人 １回 12人

報告会
報告書を冊子にまとめ各支部に配付

1回 32人
1回 予定

健康づくり
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３．たばこ対策

たばこからの健康影響普及講座

受動喫煙防止の推進事業

世界禁煙デー街頭キャンペーン

愛育委員と協働し勝山駅前、真庭高校にてリーフレットと

ポケットティッシュを配布する啓発活動を実施

４．食環境整備

おかやまからだ晴れ食サポーター登録事業 【R7.10.31時点】５件

令和６年度末 令和７年度（９月末時点）

敷地内全面禁煙実施施設 ６５施設 ６６施設

屋内全面禁煙宣言施設 ９６施設 １００施設

令和６年度 令和７年度

R6.12.9 八束小学校
R6.12.16 天津小学校

R7.12.12 久世中学校
R7.12.16 天津小学校

２回 ２回

健康づくり
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「安全・安心な生活衛生の推進」

主要施策７
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主な取り組み
① 食品衛生関係業務

「岡山県食の安全・安心推進計画」等に基づき、食品関係施設に監視指導や食品の検査を
実施することにより、食の安全・安心の確保を図っている。
＜取り組み＞

・食品衛生関係施設への監視指導
・食品等の効果的な試験検査の充実
・消費者、食品事業者への啓発

② 生活衛生関係業務

生活衛生関係施設の衛生指導、特に、美作エリアには温泉を利用した入浴施設が多数あり、
旅館業及び公衆浴場等におけるレジオネラ症発生の未然防止を図るため、衛生管理の徹底を
指導する。
＜取り組み＞

・レジオネラ症発生防止対策
・生活衛生関係営業施設の監視指導及び自主管理の推進
・水道法関係業務

③ 薬務関係業務

医薬品・毒物劇物関係施設への監視指導を行うとともに、医薬品の適正使用・薬物乱用防
止に関する正しい知識の啓発を行う。
＜取り組み＞

・薬局・医薬品販売業、毒物劇物関係施設への監視指導
・医薬品等の適正使用の推進、薬物乱用防止活動の展開
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○監視指導

１ 対象施設数   １，６９３件

２ 監視件数

 （１） 一般監視(通常監視）  ３２３件

 （２）  重点監視（社会的影響度が高い施設の監視）

    ４５件（対象施設１２５施設）

○食中毒の発生状況

毒キノコの誤食による食中毒 1件

 学校給食の調理場の監視

１ 食品衛生関係業務 （令和7年9月末現在）
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○レジオネラ対策

(１)浴槽水の採水検査（公衆浴場・旅館等）

５施設 １４検体 

○生活衛生営業関係監視指導業務

（１）公衆浴場監視指導件数   １８件（ ３２）

（２）旅館業監視指導件数  ２０件（１４４）

＊（ ）は対象施設数

２ 生活衛生関係業務 （令和7年9月末現在）
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○覚醒剤等薬物乱用防止ヤング街頭キャンペーン

（１）日時：令和７年６月２０日（金）

（２）場所：勝山高校

（３）対象：高校生約３３０名

（４）内容

覚醒剤等乱用防止指導員

及び勝山高等学校生徒会に

参加・協力をいただき、登校

中の生徒を対象に薬物乱用

防止を呼びかけるとともに、啓発資材を配布

３ 薬務関係業務 （令和7年9月末現在）
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